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帯團での葬金属鉱陳調蚕の状混(1)

岸本文男(鉱床部)
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はじめに

この小文は中国地質学会非金属破産専業委員会が中国

地質学会の第2機関誌《地質論評》第28巻第3期(19

83)に発表した論文“我国非金属破産地質工作的主要成

就及展望"(李悦言と張培元が共同執筆し上記委員会の常任

委員会拡大会議で討議･補充されさらに文書で意見が出され

た部分は上記委員会委員の見解を出し合ったのちに修正が加え

られたもの)を下敷にこれまでの中国の諾資料を加え

てまとめ直したものである.

中国における中国人地質専門家による非金属鉱床の科

学的調査研究の結果が論文となって現われたのは1910年

代末になってのことでおそらく1919年の《地質専

報》乙種第1号(農商部地質調査所発行)に掲載された翁

文頭の“中国鉱産話賂"が最初であろう･この大作の

中で非金属鉱物資源としては硫化鉄自然硫黄緑

馨陶土蛍石滑石ドロマイト菱苦土鉱石綿

黒鉛岩塩カリ岩塩石膏天然ソｰダ雲母長石

石英珪砂コランダム重晶石硝石燐灰石グア

ノが取り扱われている､

この大作はいわゆる鉱産話でかなりの部分が文献に

頼られている.厳密には現地調査にもとづく研究報告

とはいえないかも知れない.純粋に現地での調査にも

とづいた科学的研究に限るとその非金属鉱床に関する

最初の論文は1922年の劉秀辰の“江蘇東海県胸山燐灰石

砿"と同年の李捷の“直隷易唐蔚等県地質鉱産"(いずれ

も農商部地質調査所発行の《地質彙報》第4号に掲載)になる

だろう.それ以前だとえば1915年に鉦翔青という人

が断江省平陽県勢山の明磐石鉱床について報告を発表し

た記録があるがその内容はさだかでなく鉦翔青の名

も外国人の漢翻字のように思われる.

以来中国での非金属鉱物資源の調査研究は続けられ

たのではあるか発表される論文は年に1-3編とき

には全く狂い年もあり!928年6月4目の日本軍の張作

森爆殺に始まる動乱から1949年10月1目の新中国の成

立を経て1950年の中ソ共同鉱物資源調査開発協定の締

結まですべての地質事業は大きな発展をみなかったと

いえる.その間に地質調査に従事した人々は最高800

人に達せずそのうちの地質専門家と測量･試錐･化学

分析技術者は200人あまりにすぎなかったし金属･非

金属･燃料鉱物資源の実際に探鉱まで行なわれた鉱種は

18種にすぎず日本軍占領地域以外で大鉱床が発見され

た例は少ない.

それでも非金属鉱床に関していえば燐鉱黄鉄鉱

岩塩石膏芒硝重晶石砒鉱明響石石綿雲母

滑石黒鉛ダイヤモンド輩翠(玉)蛍石カオリ

ン耐火粘土などが調査された.そのなかでも調査が

比較的集中されたのは江蘇省海州･雲南省昆陽･安徽

省風台の燐鉱四川省自責･雲南省･新彊ウイグル族自

治区天山山脈南部の岩塩湖北省応城･湖南省湘潭の石

膏湖南省常寧･広東省英徳･河南省新安･四川省楽山

などの黄鉄鉱四川省影山一帯の芒硝湖南省斌利の砒

鉱断江省平陽･安徽省盧江の明磐石四川省石棉･河

北省法源の石綿四川省丹巴の雲母遼寧省海城の滑石

福建省安渓･甘粛省静寧の黒鉛江西省景徳鎮のカオリ

ンなどである.

以下まづ1920年代から新中国誕生前までの間の非金

属鉱床の調査研究の推移をたどってみよう･

旧中国時代の非金属鉱床の調査研究

この時代(1920-1949年)の関連文献のうちとくに

1940年代の文献は日本人専門家のもの以外入手できず

前述の論文“我国非金属破産地質工作的主要成就展望"

の内容を補強･補足することは難しい.その間の内容

は基本的には上記論文の域を出ていないことをお辞りし

ておきたい.

1.燐鉱鉱床

中国の燐鉱の地質学的な研究はかなり早くから展開さ

れまづ1922年に劉秀辰が“江蘇東海県胸山燐灰石砿"

を発表したことはすでに述べた通りである.劉秀辰は

そのわずか6ぺ一ジの論文のなかで鉱床付近の地質構成

と地質構造鉱床と母岩の接触関係鉱床の形態と規模'婁

マンガン･鉄鉱床との位置･胚胎層準の関係を記述し

とくに燐灰石鉱体中に石灰岩が“捕獲"されているとし

て鉱床を高温熱水交代鉱床のカテゴリｰに入れた.こ

れはのちに見なおされ堆積変成鉱床のカテゴリｰに入

れられることになる･この鉱床は当時唯一の中国にお
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ける稼行燐鉱鉱床で1930年代にも張祖還がその東北東

の海州県の燐鉱鉱床を含めて調査したらしいが内容は

詳らかでない.そして1939年に程裕漠と黄漢秋が雲南

省昆明地域の中邑村と歪頭山の間で地質調査を行なった

際に今では有名た昆陽燐鉱鉱床群を発見した.その後

1941-1942年に正目倫許徳佑などの人々がその新発見

の燐鉱鉱床群の調査研究を行なった.この鉱床群に関

してたとえぱ1941年にWa㎎,H.C.という人の“A

��普潴������瑳����慴�数�楴�

Kunyang,Yunnan"(《BuI1etinofthegeologica1So-

ci.tyo土China》,B,γ21,no.1)とか1942年にWang,

Y.L.という人の“PhosphaterocksofChungyitsm,

Kunyang,Yunnan"(《BuuetinoftheGeo1ogica1Sur-

vey.fChina》,No.35)といった報告が発表されている

とのことである(第2図)｡

前述の“我国非金属破産地質工作的主要成就展望"に

は正目論(Wa㎎Ri-Lun)許徳佑らの研究内容につ

いてrその鉱床学的な特徴成因生成期などの問題を

研究した｣としか書かれていたい.さらに1947-1948

年には謝家栄燕樹種らが安徽省鳳台の燐鉱について

地質調査と室内研究を行たった.とくに謝家栄が1947

年11月18目に中国地質学会第23回年次総会(台北)の席

上で理事長として“古地理研究は探鉱の示針になる"

と題した講演を行ない参加者の大きな注目と深い感銘

を残した一この講演は翌1948年に“Pa1aeOgeOgraphy

asaguidetoエnineralexploration"という標題の論

文として1《中国地質学会誌》(英文名が《Bull･tin･fth･

1985年1月号

Geo1･gi･a1Soci.tyofChin｡》)のシリｰズBの第28巻第

1-2期に掲載された｡それは謝家栄が多年にわたって

積み上げた鉱床探査の経験にもとづいて新准南炭団ヨの

発見中国の炭田のタイプボｰキサイトの分布燐鉱の

形成条件堆積型鉄鉱床･銅鉱床と古地理研究との関係

を全面的に説明したものでとくに燐鉱に関していえば

第2図《中国地質学会誌》の表紙｡現在の《地質学報》

はその後継誌.別に《地質論評》も当該第2学会誌

として定期刊行されている.�
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第3図1930年ごろの中国地質調査所化学実験室の風景･

(《中国地質調査所事業報告》1931)｡

西康一雲南地体構造軸の北側のいくつかの地域にカンブ

リア紀前期の燐鉱鉱床があることを初めて予測しそれ

がのちに実証されたという記念すべき内容であった･

《中国地質学会吏》(1982年･北京)でもこれをとりあ

げr中国における鉱床生成法則の研究上重要な意義

を備えている｣という讃辞を与えている｡

2.硫黄鉱床

硫黄鉱床の地質学的な研究は1935年に始まりまづ講

錫晴と王竹泉が手わけして全国の飾黄鉱床と湖南省常寧

県水口山の黄鉄鉱鉱床を次いで1938-1941年に陳国達

張人襲丁毅らが広東省英徳県柳風山(音訳)の硫黄鉱床

河南省新安県狂口鎮および四川省楽山県と大全県打字堂

などの黄鉄鉱鉱床をそれぞれ調査研究した｡これらの

調査結果はそれぞれ報文として出版されているであろう

に残念なから筆者にはまだそれに接する機会カミない.

なお1929年に発行された《湖南建設庁地質調査所報

告《の第6号鉱業専報第2冊に郭紹儀･劉基盤･粟顕像共

著の大作“湖南鉱業紀要"が掲載されそのなかで硫黄

鉱床も取り扱われている.それには当時の湖南省で

稼行中の黄鉄鉱の鉱山(鉛砒素と鉛砒素とビスマス砒素

と亜鉛鉛と亜鉛を随伴するものもある)が34山でその

代表的なものとして榔県の鉱山群常寧県の水口山鉱山

石門県の蒋家湾葱利県の鳳鶴山汝どの鉱床と鉱床付近

の地質が記載されているが詳しいものではない.

3.万欝鉱床

新中国誕生前でも石膏鉱床の調査研究は比較的多く

行なわれた.前述の“中国鉱産話賂"のなかで翁文頭

は中国に石膏鉱床は多いカミほとんど詳しい調査がされ

ていないことや当時(1910年代末期)生産量がもっとも

多かったのは湖北省応城県城の西北5-7.5kmに位置した

石膏一岩塩鉱層それに次いだのが湖南省湘漂県城の西

南約40km付近に広く拡がった石膏一岩塩鉱層であること

に触れているが地質･鉱床についての記載には乏し

い.したがって中国における石膏鉱床の地質学的な調

査研究は1925年の謝家栄による上記の湖北省応城の鉱床

調査が最初であろう.そして1928年には郭紹儀･田奇

襲･王暁青が同じく上述の湖南省湘潭の鉱層を調査し

《湖南地質調査所報告》の第4号に“湘潭膏衷鉱報告"

を書いている.詳細は割愛するが郭紹儀らの地質･

鉱床の記載は成因論を含んで近代的な内容に踏みこんだ

ものといえよう.

つづいて1929年に曹世禄が山西省平陸県の披底河上流

紅嶺村の南側に分布する石膏鉱床について一つの論文を

発表した.《中国地質学会誌》第8巻第4期に掲載

された“GypsumdepositofP'ingLudistrict,South

Shansi"がそれである.彼は層序と層相の解析に努

め同鉱床の形成を化学的沈殿作用で説明している･

その2年後工931年に李殿臣がまとめた一文“広東徐聞

海康遂渓廉江合浦欽県霊山七県地質鉱産"(《両広地質調査

所年報》第三巻下冊1931)では広東省欽県の平吉月=付

近に分布する石膏鉱床の形成カミ蒸発残留一溶解再沈殿説

で説明されている.

1940年代のはじめには講錫岡壽李奉呈李悦言表見

斉だとの人々がそれぞれ分担して四川省雲南省新

彊省(現在の新彊ウィｰグル族自治区)などの多くの石膏一

岩塩鉱床を調査したがその際言草錫田壽と李春星は四川

省自貢の石膏一岩塩鉱床を分担しその調査を機に同鉱

床の成因を追究して“湊逐一炉過説"を提起しこの鉱

床を二次成鉱床に入れたがのちに1944年に季悦言と

陳責が研究して同鉱床か特定の層位に賦存することが

明らかになったためにこれを同生鉱床に入れ直した･

実はこの層準規制説がそれ以降の自責地域での新しい

地質ニュｰス365号�
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石膏一岩塩鉱床の探査に理論的根翅を与えた記念すべき

研究成果といわれているものである.

4.明馨拓鉱床

断江省平陽と安徽省盧江の明磐石鉱床の発見は比較的

早く前述の“中国鉱産話略"(1919)に福建省福鼎の明

磐石鉱床と合わせて記載されており1930年代に中央研

究院地質学研究所と実業部地質調査所の地質専門家たち

が分担してこれら地区の明磐石鉱床についての地質調

査･地質学的な研究を行なっている.断江省平陽県の

馨出鉱床は葉良輔･李演･張更によって安徽省魔江県

の盧江鉱床は程裕旗と陳瞳によって調査研究されその

結果は前者カミ1934年に“漸江平陽県之明磐石砿"(《中央

研究院中文集刊》第10号)と題しでまとめられ後者カミ

“安徽魔江磐石砿地質研究"の標題で《地質彙報》第

26号(1935)に発表された.この2論文によると埋

蔵量は前者カミ10億t後者が2.4億t(明磐石量として)

と卒っている.なお後者の明磐石鉱は全開英と蕪

之謙によって加熱試験され当時すでに明馨と硫酸アル

ミの製造に自信をつけていた(全開英･講之謙:平陽磐石

之加熱試験:《地質彙報》第23号1933)

5.砒素鉱床

砒鉱については翁文頭の“中国鉱産話賂"も全く記載

していない.彼はのちに(1962年に)“中国鉱産話賂"

の補強という意味をこめて“Positionofarsenicmin-

eralsinthemeta11ogenicseries"(《Bu11etinoftheGe-

o1ogica1SocietyofChina》,vo1.5,No.1)を書きそこ

で硫砒鉄鉱生成帯は湖南省南部の錫鉱生成帯中に分布す

ること鶏冠石一雄黄鉱生成帯は湖南省北西部と雲南省

西部に位置しその可採鉱床は洞庭湖の西方の石門県･

慈利県の地域と雲南省の河海(大理湖)西方濠漢河流

域(たとえば大理県の象化地区)に集中することを強調し

ている.そして!929年に湖南省建設庁と地質調査所は

“湖南鉱業紀要"をまとめるに当たって湖南全省の砒鉱

鉱山14山のリストを作製しそれを手がかりに鉱床調査

を実施した｡その調査の中でとくに詳しいのは上記

慈利県の界牌の砒鉱鉱床の場合である.

6.万綿鉱床

前述の翁文瀕の“中国鉱産話路"によると1919年当

時すでに少なくと晃遼寧省では全県の和尚屯など8鉱床

北京市では密雲県の鍛冶嶺鉱床河北省では凍源県の東

北と西北一帯の鉱床群山西省では垣曲県の五台など5

鉱床陳西省では平和県の南郷など3鉱床湖北省では

黄安県の獅子山鉱床湖北省では那陽県の劉家坪だと2

1985年1月号

鉱床が知られていた｡その中では湖北省黄安県の獅子山

鉱床と遼寧省朝陽県の孫家文子鉱床が地質学的に調査さ

れていたがしかしいずれも日本の小山一郎など外国人

によるものであった･中国人専門家によって中国の石

綿鉱床カミ地質学的に調査されたのは1935年の侯徳封の河

北省凍源県の隣接しあった3鉱床(北から清水河鉱床燕

美胴鉱床水泉溝鉱床)の研究が最初であろう.以来1941

年までの間に張人襲が河南省の孟昭舞が四川省(当時

酉康省に入っていたところ)の石綿鉱床を調査した.侯徳封

によると1935年当時中国では少なくとも29の有望た

石綿鉱床が開発ないし発見されていたのであるがその

衣かでも当時西康省丹巴県現在は四川省丹巴県の銀廠

溝鉱床は規模が大きく質･量ともにすぐれ今では中

国での重要な石綿生産鉱床となっている.

7.陶土鉱床

中国の陶磁器工業の歴史は非常に古く比較的よく発

達してきた.その原料である陶土の需要の伸びにした

カミって1930年代･1940年代には中央研究院が江蘇省

河北省安徽省江西省湖南省などのカオリン鉱床に

ついてかなり系統的な地質調査を行ないカオリンの成

因とカオリン鉱床の分布上の特徴について研究を進めた.

それ以前に陶土鉱床を調べた例は決して少校くは狂いカミ

いずれも生産実態に主点がおかれ地質に関しては等閑

視されてきた､この傾向を破り陶土鉱床(粘土鉱床)

に地質学の光をあてたのか侯徳封の研究“河北省磁県粘

土鉱地質鉱業及竃業"(《地質彙報》第17号1931)といえる

だろう､彼はこの論文のなかでr粘土成因類別表｣ま

で掲げ陶土鉱床の調査研究のいわば“科学化"への熱

意をのぞかせている･当時の陶土鉱床の研究の手法は

単純で幼稚といえぱそうなのであるカミしかしこの論文

を暗黒の中の一点の光とみるなら一読に催すゑ･

この時代中国ではとくに品質の高いカオリン鉱とし

て知られつつあった四川省南部の`潔卒石"を苧悦言

がかなり詳しく調査しまた王竹泉謝家栄丁翠が手

わげして山東省の“焦宝石"(硬質の粘土)と,四川省の耐

火粘土を比較的詳細に研究している.

8.その他の非金属鉱床

以上の諾鉱床のほか特記すべきものとしては1926

年の李学清による河北省平山界の西北酉の溝清河コラン

ダム鉱床群(欄遣石鉱床など6鉱床)の調査1929年の孫

顕恵による遼寧省海城県の大嶺滑石鉱床の調査1940年

の胡伯素による湖南省師本一帯のダイヤモンド鉱床の調

査1941年の西康経済排究所による四川省丹B県の雲母

鉱床群の調査1942年の高根西による福建省安渓県の黒�
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鉛鉱床の調査がありいずれものちの調査研究に役だち

たとえぱ遼寧省海城県は現在の中国の主な滑石産地

四川省丹巴県は同じくもっとも重要な雲母産地福建省

安渓県は同じく重要な黒鉛産地になっている.

以上のように新中国誕生前の動乱抵抗戦争内戦

の連続の中でも中国の地質専門家たちはそれなりに非金

属鉱床の地質学的研究を進めそれなりに一定の成果を

収めた.そして彼らの研究によって得られた非金属鉱

物資源への手がかりが新中国誕生後の調査研究を経て大

型鉱床の把握につ姉ミっていった例は決して少なくない.

革命後の科学研究の飛躍的発展は革命前の研究成果を土

台にしそれを継承して初めて可能になる場合が多いと

いう好例を上記の諸例が示しているように思われる･

新中国における非金属鉱床の調査研究

新中国誕生以来のこの35年は全体として地質事業カミ

大きく発展した年月である.もしいわゆる“文化大革

命"という誤まった運動カミ起こされなかったら地質事

業の発展は“飛躍的"と表現できたに違いない.歴史

に“if"は成りたた狂いことを承知の上でそれでも一

言惜しみたいのカミ筆者の心境である.

とはいえ現在では可採鉱量を有する非金属鉱床が約

80鉱種4,300鉱床以上も発見ずみでそのうち黄鉄

第4図中国科学院地質研究所総務部館の前景･

(《中国科学院地質研究所地質科研成果選

集》(1982)第1葉より).

鉱黒鉛石綿滑石石膏菱苦土鉱明磐石枕鉱

岩塩の探査鉱量は世界のトップクラスに入り燐鉱カ

オリン重晶石珪藻土芒硝ベントナイト真珠岩

沸石石灰石耐火粘土の探査鉱量は世界的に大きな

比重を占めるほどになった.全体として中国は非金

属鉱物が比較的に揃っている数少ない国の一つといわれ

るようになってきた.

新中国が誕生(1949年10月1目)して以降の中国におけ

る地質事業の発展は非金属鉱床の調査研究を含めソ連

との関係を考えずには説明できない.ソ連との国家間

の関係がギクシャクしている現在でもかつての科学技

術協力の花咲いた時代の影響は色濃く残っているし一

昨1982年に再開された交換学生の制度は両国カミ学生交換

の長い断絶によって味わった苦痛ρ反省にもとづいてい

るだけにこれから拡大･継続されるに違いない.相

互の影響は新しい段階に入ろうとしているのである･

新中国誕生後の中ソ両国の科学技術協力はまっ1950年

2月14目の中ソ友好同盟相互援助条約の締結でその基礎

を開き(第5条一経済的および文化的提携)それにつづく

中ソ科学技術協力についての諸協定の中にソ連からの専

門家派遣と学生の交換とくにソ連での中国人学生の高

等教育がうたわれた.1953年から始まった第1次5か

年計画はソ連専門家の存在カミ校げれば立案さえも不可

能であったろう.上記の諾協定には地質調査研究につ

いてのとり決めが含まれそれにしたカミってソ連の地質

専門家が現場人も大学人も続々と中国に出向したとえ

ぱ北京地質学院で教育に当たりあるいは華北平原の産

油構造の把握にとり組みそしてそれは1959年末のソ

連科学陣総引揚の時まで続いた･以来“自力更生"の

時代を経てアメリカ目本など西側諸国からの科学技

術導入ソ連との交流回復の道の模索の時代へとつなカミ

る.現在の北京大学地質学部のカリキュラムがモスク

ワ大学地質学部のものに酷似しソ連独自の地質用語が

今もひんぱんに用いられ鉱床成因論での多成因説によ

る説明が多いこと狂と是非はともあれいずれも中ソ

蜜月時代の反映というべきである.

それでは新中国での非金属鉱床調査･研究の現状や

成果についてざっと紹介してみよう.

1.燐鉱鉱床

中国共産党とその支持者たちによる全国統一後急が

れたのは食糧生産の確保と重工業の建設であった｡1953

年に始まった第1次5か年計画の内容はどちらかといえ

ば重工業建設優先であったカミ戦後復興のために必要な

食糧生産が軽視されたわけでなく燐酸肥料の生産にも

力が注カミれた･したがって主としてその肥料原料とし

ての燐鉱の確保も急がれ中ソ合同の燐鉱鉱床の調査が

地質ニュｰス365号�
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全国的に展開された.1958年に始まった今では悪評

は匁はだしいr大躍進｣の時代も燐鉱の調査は規模が拡

げられたが｢大躍進｣政策の誤りによって鉱工農産が

急減したために政策が転換されいわゆるr調整｣の時

代(1961-1966年)にたると中国政府は外国の援助を受

けずに経済秩序の回復をはかり地質研究も組みたてた

おされた･そしてr文化大革命｣で野外調査も室内研

究も途たえ燐鉱鉱床だけでたくすべての鉱床分野

すべての地質分野の研究かほとんどの科学分野の研究

が途だえるというよりもむしろ崩壊していった.ひと

り考古学と核物理学だけカミ気を吐いていたにすぎない.

この文化大革命以前における燐鉱鉱床の調査研究は

1958年の瑞陳丁(音訳)による第1回全中国地質工作者

会議(北京)での報告“中国の燐鉱鉱床"で中間総括さ

れまた同年ソ連でも中国の燐鉱の調査研究に加わり

指導的な役割を負っていたN.A.グラシリニコｰヴァ

が当時のソ連地質･地下資源保全省の機関誌《Bu11etin

ofScientific-technica11nformation》に“中国における

燐灰土の地質学的分布条件のいくつかの特徴"(露文)を

書いた.さらに1959年に入ると葉連俊が“中国燐塊

岩鉱床のいくつかの特徴と探鉱の展望"(科学出版社北京)

と中国科学院地質研究所堆積室燐鉱組による“中国燐塊

岩の形成の特徴鉱石のタイプと鉱床の展望"(科学出版

社北京)がいずれもモノグラフとして出版され葉連俊

はまた同年《地質科学》第2期に“中国燐塊岩の形成条

件"と“華北の燐鉱地質"を発表し第1次5か年計画

での燐鉱調査のまとめとそれ以後の燐鉱探査の有望た

対象を求める努力が展開された･その探査の効率を高

める一助としてまた基礎学習の参考書として第1次5

か年計画の中でA.V.カザコフの“地質構造と燐鉱鉱床

1985年1月号

第5図中国の主な層状燐

酸塩鉱床とその鉱石

中のF/P.05比の変

化.

の形成"G.I｡フシンスキｰの“燐灰土燐灰岩藍

鉄鉱"N.S.ジャッキｰの“堆積岩石学"B.M.キム

メリフアルプの“どのようにして燐鉱を探すか"同じく

“燐鉱探査法"同じく'燐鉱の探査"がそれぞれ露文から

中国文に完訳して出版された.そして1959年には

Ye.y.オノレロｰヴァの“世界の燐鉱"も完訳･出版され

た.

いわゆるr調整の時代｣に入った1961年には馬子駿と

林蔚興が遼寧省鳳城県の林家台から同省本渓県邦家螢子

にいたる地域の原生界遼河層灘を調査してその燐鉱胚

胎層準を定め(《地質学報》第46巻第2期1966)1962年に

はソ連のB･M･ギムメリファノレプがソ連と中国の燐鉱鉱

床の分布規則性を比較･解説し(《Regularitiesofdistri“

butiOnOfminera1resources》,vo1.5.1962,露文)同じく

1962年に中国科学院地質研究所は華北一帯の燐鉱とその

地質環境を総括して“華北燐鉱地質"という190ぺ一ジ

のモノグラフを出版し震世誠は陳西省のカンブリア紀

の燐鉱にとり組んだ(震世誠:《地質学報》第42巻第4期

���

そして1966年中国でのいわゆる“文化大革命"と称さ

れた動乱の中で《地質学報》の第46巻第2期や《古生物

学報》の第14巻第2期はそれまでに全く例のない異質の

巻頭論文をかかげ《地球物理学報》の第15巻第2期や

《地理学報》の第32巻第2期は同じく5編をかかげてど

の雑誌も停刊した.その異例の巻頭論文とは《解放

軍報》の社説2編と挑文元の“r三家村｣を評す一r燕

山夜話｣r三家村札記｣の反動的本質"そして《人民日報》

の社説2編であった.停刊はいずれの学会誌も1973年

まで続いた.中国地質学会の理事会は1962年12月(第3回

全国会員代表大会)に改選され李四光を理事長朱敷成�
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第1表タリム地方の燐鉱鉱床区の地層対比表(陳従雲;1983)

鉱閑ぺ����

�新健､庫称克塔格鉱床区�新彊､ヰ可坪鉱床区�新橿､大水鉱床区�廿､方山口鉱床区

11寺代����

上�オルドビス系中部統(O｡)1�オルドビス系中部統(O｡):�オルドビスｰシルル系:�第三系､第四系

�褐赤色泥質石炭岩､王辻殻石�団塊状石灰岩､褐赤色石灰�灰緑色砂拷､珪ゲ王片岩挾有�

盤�灰岩､泥質砂岩�岩�シルト主'}､石灰岩､角礫料�

堆�カンブリアｰオルドビス系�カンブリアｰオルドビス系�など�

積�(ε一〇1)�(ε一〇1)1��

�非常に厚い礫状石灰岩､含�非常に厚い石灰封､苦灰料､��

層�フリント苦灰質石灰岩�含フリント団塊およびレンズ��

�カンブリア系上部統(ε3):��一仮催合…�･^～リ^一J^^不搬合…^^Mぺ･･…

�薄い石灰岩､薄い石灰岩と��亡�

�石灰貰頁岩の互層および灘���

カ�い石灰岩を挟む角礫岩､魚��カンプりア�

�卵状一葉状石灰岩､化石を��(木飛地〕�(木禿川

�含む､総層厚150m���

�カンブリア系中部統(ε2):�カンブリア系中部統(ε):��

ン����

�下部から石灰覧頁岩､1雌王�下部が苫灰岩､一持灰質石灰��

�石灰岩､涯覧石灰岩を挾む�岩､.k部が濃赤色石膏比況��

�不灰岩､薄い石灰岩を挾む�岩を挟む半1=灰賃石灰岩��

ブ�角礫状石灰岩､化石を含む���

�総層厚〉186m���

�カンブリア系下部統(ε1):�カンブリア系下部統({'1):�カンブリア系下部統(εユ〕1�カンブリア系ド部統(ε1)1

リ�下部から石英砂を含む1雌王�=一1=灰貰石灰岩(下部では砂�淡緑色の薄い燐塊岩を挾む�角礫状人理石(ε11)､序い王長

�石灰岩(ε11)､薄い珪質岩5m�礫を含む､α)､北賃岩(厚さ�石灰岩･苦灰賃石灰耕(εlI〕､�賃榊.1i板柵1一一一5m､ε12〕､

�(ε12)､上部に含燐団塊(厚�5m､{｢I2)､泥汁欽f｣王珪岩･フ�黄色粘板岩(ε12)､灰無色灰�石灰杵を挾む大理石(ε1㍉､

�さO.2-0,5m､ε13)､､黒色�リント層･苦灰皿石灰岩･2一�賃頁岩(含燐団塊)(ε13〕､黒�粘板岩(ε14)､燐塊岩(O.5…

ア�一灰色層状燐塊岩(厚さ0.5�6層の燐塊村(厚さ0.2-1m)�色炭賃貝封･炭貫王と貰τ{岩･�1-5m､ρ15)､含燐灰鮎1i板

�m､ε14)､安山岩熔岩･集塊�ε13一･ε1箇)､燐酸化1キ灰至{石�含燐1寸1塊(ε三5)､黒色紙密汁�岩(基底に燐塊岩､0.5一一1

�岩({15)､フリント層を挾む�灰岩･含1歴青石灰耕･苫灰岩�賃耕(ε16)�m)(ε16)､黒色珪㌘王粘板升

系�炭質頁岩(ε16)､珪質頁岩を�(厚さ15m､εI7)､砂質泥岩､��(εI7)､粘板岩を挾有する石

�挾む泥質石炭岩(ε17)�況灰粋(､L部)･赤色砂岩･基��英岩と薄い大理石(ε18-12)

��底礫岩(下部)(Z一ε)��

�一仮整合一一一�…広域不格合�…･一一不整含舳･…�…舳^微不格介……

�震旦系(Z):�脹Jl､系(Z):��旧1､系(Z):

�氷積層､砂岩､頁岩､一礫岩､�緑色砂岩､長石砂岩､シル��塊状{=灰岩(Z1)､石灰岩を

�いずれも緑色を呈する｡�ト岩��挾有する石灰{』工=杵灰岩と珪

����賃岩(Z｡)､炭貰珪硬岩を挾

����有する炭賃苫灰岩(Z3)､石

����灰質料=灰岩を挾イllする石英

����岩(Z｡)

を秘書長として成立(第31期)して以来1979年まで全

然改選されなかったし1966年2月14目から10日間桂

林で第1回全国力ノレスト学術会議が開かれたのを最後に

1978年9月の江西省の魔山で第四紀氷河･第四紀地質学

術会議が開かれるまでの間(正確には1978年4月15目の“中

国地質学会各省･各市･各自治区支部の恢復に関する通知"まで

の間.発信は全国科学大会らしい)中国地質学会は公式の

活動を停止した中でその学会誌(《地質学報》と《地質論

評》)の出版が一足先に1973年に再開されたわけである.

その間の地質専門家の研究活動は地方機関で行なわれ

中央ではほとんど行なわれなかったように見うける.

燐鉱鉱床に関しては雲南省の燐鉱が総括されて《雲南

地質科技情報》(梁永銘,1973)に遼寧省と吉林省南部の

先震旦系燐鉱鉱床が総括されて《東北地質科技情報》(東

北地質科学研究所1974)に湖南省の燐鉱鉱床が総括さ

れて《湖南隣鉱地質専報》(総合研究隊1974)に東北三

省の燐鉱鉱床と燐鉱胚胎層準が総括されて《東北地質科

技情報》(東北地質科学研究所1974)に発表されたがそ

のような総括は河北省河南省貴州省甘粛省新彊

ウィグル族自治区湖北省山西省などでも行なわれた･

1959年に“中国の燐塊岩の形成条件"(《地質科学》第2期)

を著わして中国の燐鉱鉱床の分類に科学的な根拠を与
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第6図貴州省陸山柁累層とその燐塊岩露頭(周茂基･盛章

瑛1981)

1一陸山淀累層下盤岩層

2一陸山淀累層の可採燐鉱鉱床の露頭

3一断面位置と番号

4一断裂帯

え同年“中国の燐塊岩鉱床のいくつかの特徴と探査の

展望"(科学出版社)を出版して広域的な燐鉱鉱床探査の

方針を提起した葉連俊が1975年に“燐鉱床探査のいく

つかの経験について"(《化工鉱山技術》第6期)を発表し

て再登場し1977年に“堆積鉱床生成時代の地史的意義"

(《地質科学》第3期)を著して中国における堆積鉱床の生

成順序をその主要鉱石成分から鉄→マンガン→燐→アル

ミニウム→石炭→銅→塩類と定式化しさらに堆積地質

時代による同一鉱種での主要鉱石鉱物の変遷をモデル化

した.そして1980年7月の第26回万国地質学会総会

で“中国東部の震旦紀後期およびカンブリア紀前期に

おける燐塊岩の形成と堆積作用の構成の特徴"と題する

報告を行ない中国の代表的な燐鉱鉱床の分布と堆積環

境との関係を説明した.その前年の1976年には中国科学

院地質研究所第7室成鉱成岩班が海成相の燐鉱鉱床の生

成条件についてそれまでの中国での研究結果を分析し

いくつかの問題を提起した.そして1979年に盧術家

が“中国のカンブリア紀堆積鉱物資源と生物一環境規制

論"と題したモノグラフ(68P.地質出版社)を出版し主と

して燐鉱鉱床の分布法具雌堆積タアプ堆積環境生

成区区分についてまとめ鉱床予測を試みた.このよ

うな例でわかるようにいわゆるr文化大革命｣が終束

されていくにしたがってまず各省･各地方の地質機関

によってそれぞれの担当地方の燐鉱鉱床の分布状況が調

査されその調査結果をふまえて中国全体での探査を眼

目とした燐鉱鉱床の鉱床地質学的な総括や成因論が展開

されたといえよう.その傾向は1982年の来上慶の論文

“中国の層状燐酸塩鉱床の地質学的特徴"(《地球科学》第

1期)にもよく現われている一方で1980年代に入ると

1970年代後半の研究成果を地域で適用しさらに詳細に

より近代的な手法を用いて燐鉱鉱床の実態を明らかにし

鉱床の予測を行なう傾向が強まっている.1981年の周

茂基と盛章瑛による貴州省貴陽一江口地域で陸山治期の

古地理解析(第8図)(地質学報第4期)1980年の許暁峰

による華北の黒山寺断層周辺地域での岩石化学的な方

法を用いた燐鉱鉱床生成吏の研究(《地質学報》第3期)

1980年の江培護による河北省の馨山鉄燐鉱床とその母岩

の代表的構成鉱物の平衡温度計算にもとづいた鉱床の生

成条件の研究(《地質学報》第4期)1981年の陳孟義によ

る湖北省西部一湖南省西北地域など中国南部諸地域の震

旦紀後期一カンブリア紀前期燐鉱鉱床の古地理解析(《地

質論評》第2期)1983年の陳従雲による同じく震旦紀

悉

連義海盆

｡連義n｡

工[1､
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/｡サ編n{

＼二二｢=_二=二二二

同仁
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第7図貴州省の震旦紀後期陸山淀期古地理(周茂基･盛章瑛1981)

1985年1月号

1一岩相帯

Ir海台前縁斜面…含燐鉱苦灰岩一泥岩相

Ir海台周縁浜海…穎粒燐塊岩一苦灰岩一

珪質岩相

I皇L砂贈…穎粒燐塊岩相

I里L砂洲…穎粒燐塊岩相

I｡島一浅い浜海…穎粒燐塊岩相

I里一海台海浜間の潟湖…燐塊岩一苦灰岩一

泥岩相

I｡一海台の平坦潮汐地…含燐鉱泥質苦灰岩一

泥岩相

I4｣平坦砂地…含陸源砕屠穎粒隣塊

岩一派苦灰岩一珪質岩相

I壬2一平坦泥地…泥苦灰岩一泥岩相

皿r海盆周縁…黒色頁岩一苦灰岩一珪質岩一

合燐塊岩相

皿｡L燐塊岩相

皿｡2一合燐鉱相

皿13一砂岩･頁岩相

皿｡一海盆…黒色頁岩一泥質苦灰岩相

2一岩相帯境界線

3一陵山淀累層等層厚線

4一波浪の方向�
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第8図中国中一東部のカンブリ系含燐鉱岩分布区分の概要

(盧術家:1979).

一カンブリア紀前期の燐鉱鉱床の胚胎層準と分布法則畦

の研究(《鉱床地質》第2巻第4期)など挙げるにいとまが

ないほどそのような傾向の調査研究が発展し続けて

こんにちに及んでいる･これらの主として1970年代後

半からの調査研究の進展をべ一スに前述の“我国非金

属鉱産地質工作的主要成就及展望"は中国における燐鉱

鉱床の把握状況を次のように述べている.

｢中国ですでに発見ずみの主要な燐鉱鉱床はそれを

形成した地質条件によると3種に分類することができ

る.その一は堆積燐塊岩鉱床その二は堆積変成燐塊

石鉱床その三はマグマ分化燐灰石鉱床である.中国

の燐鉱の主な供給源になっているのカミその一の堆積燐灰

岩鉱床でその生成期は主として震旦紀後期カンブリ

ア紀前期デボン紀中一後期である.このうち震旦

紀後期とカンブリア紀前期の燐塊岩は現在の中国では探

査鉱量がもっとも大きく2系の含燐塊岩岩系を形づく

り楊子卓状地西部の貴州省東部地域･湖北省西部地域

･湖南省西部地域および雲南省東部地域･貴州省西部地

域･四川省西部地域に集中し2帝の巨大な燐鉱鉱床帯

をつくっていて燐鉱資源の資源量としては世界の燐鉱

鉱床帯のなかでも大き狂割合を占めるものと思われる.

その代表的な鉱床としては貴州省の開陽･篭安･福泉

湖北省の荊嚢･宜昌湖南省の石門などの震旦紀の大

型鉱床さらに雲南省の昆陽･海口貴州省の積金四

川省の漢源だとのカンブリア紀の大型鉱床がある.岩

相と古地理の研究によると震旦紀後期一カンブリア紀

前期には楊子古海域中の古陸周縁帯と古陸斜面帯が燐酸

塩の堆積に適した環境になっていて複雑な揚子古海の

海底地形が海水の運動速度を緩め燐酸塩の沈殿と濃集

に都合カミよかった.その燐酸塩の来源は生物と関係カミ

深かった可能性も海底火山活動と関係した可能性もあ

陸成梱

アクテビゼニション区

大陸性火山一砕盾岩

陸成相火山堆横型燐塊岩鉱床

倬�

東中国陸成棚火山堆積巧1!

ウランｰ燐鉱鉱床

海成相±陸成杣

卓状地区

陸源砂層岩一炭酸塩岩

海1姥交η1ヰ1雌干舳1燐塊榊j11木

倬����漬�

柵山一鳳台礫状燐塊社鉱1缶

'ト毘帝王唐レンズj吠壬舞塊芹圭銚:∫木

前陸盆地区

1海成舳鰍岬1

燐塊織蝋

倬����漬�

上蝪一㈱臓1j燐鉱

鉱床山1徳山柁層状

燐塊了挽珠

海成杣

劣上包向斜区

地真ぞH脳喘→マンガン

玖炭酸塩岩→火山岩(中一酸性〕

.火山一一}麟姑■～ないし堆欄一

火山'舌■螂勒鬼茅糊沫

倬���攬�

1映内約蔚部肺1火燐塊\糊;

床､土1榊柑1一束湖掲大行鉱〃く

優地向余斗区

海成榊短j疫1在火山岩十

上､池頁岩十王籔端

海成榊火山(堆呑貞〕巧I』

燐塊岩鋤末

倬䙥��椀

棚兵搬一一刎品嶋崩㈱火石鉱床

海盆区

深海堆積岩±火山杵

燐マンガン闘魂

倬��漬�

陸源P･Fe,Mn,S1r

李一一人1陸火山P,S1,F一一→紅

大洋P,Si,Fe,Mn,Mn,Mg

海底火山P,Si,Fe,F,B

プランクトンP,Si,S,C,Ni,Mo,V,Cu

大陸火山

･千十｡十9+

イ)口｣㍉丈(τ

両

�

海底火山海水面

十斗

一

十＼
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第9図中国の層状燐酸塊鉱床の室間分布概念図
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策2表カンブリア紀堆積性燐鉱床区区分表(魔術家;1979)

鉱床.生��������

成区�鉱床区��含燐鉱石�構造�燐鉱組織�岩石組合せ�f妬生物とぞ剛呆存状況�共通特徴点

��鳳台�含砂礫質燐塊岩�層状�コロボｰム状1礫�砕梅岩が主(モノ��1)タイプ:含礫な

�安徽省��膠結物は炭酸塩��岩中の膠結物を�ミクト砂礫岩〕､貞��いし砂質燐塊岩､

��電1王�それに次ぐのが��月=多づくるr�特がそれに次ぐ��魚卵状燐塊岩が主

筆���コロファナイト�����体

��山西宮灼城�岩府一一礫質､石�属状�繊維洲同心紋､�砕盾宥が.i三体(ポ�コロファナイト賞�2)構造:層状

���英一砂質燐塊岩､�微妙一粒シルト�コロボｰム状(月参�リミクト砂礫耕と�生物化石片�3)組織1コロホｰ

北���含燐鉱紺シルト�からなる顕微境�結物を形づくる)�砂榊､炭酸塩岩が��ム状､顕晶質繊維

���特�的微細/周期の層��それに次ぐ��状輸殻

����埋����4)岩石組合せ:各

生�1;火西都龍鼎��含魚卵状燐塊拷�層状�コロボｰム状�シルト特が1三体石�三'葉虫､腕足類�種の陸源岩屑'

�����魚卵状�灰井がそれに次ぐ��5)生物化石:ごく

�寧夏回族白�������

成���砂礫質燐塊岩��コロボｰム状､�砕麻岩が.i三体/ポ��少量

�治区則畑山����ときには同心円�リミクト砂礫榊､��6)下盤:羅圏累層

�����核を有する�イ恢粁がそれに次ぐ��の砂岩･頁岩､惟河

区�河南省･約��礫質燐塊岩�層状�コロボｰム状�砕序端が主体/ポ�三一葉虫�以南では四頭山系

�山�����リミクト砂礫岩〕､��層

������納状イf灰岩がそれ��

������に次ぐ��

�婁南省土色1場��燐塊岩､細砂粒�主として層状�コロボｰム状､�吐質片､ぎ】=灰岩､�ビオりテス類�1)タイプ:主とし

���状燐塊岩��細砂粒､魚卵状､�砂岩が岳1体､頁岩��て砂粒状燐塊岩

船�����顕品質繊維状殻�がそれに次ぐ��2)構造:主として

�川11省宙披��燐塊岩､砂粒状�主として層状�砂礫状�.1王として炭酸塩岩�ヒオリテス類:�層状､ときには団

���燐塊岩���と堆賃拷､頁岩が�1)殻壁が磨食され�塊状

������これに次ぐ�るか､全部が磨食�3)組織:砂粒状､

二戸�������されている�コロボｰム状､と

�������2)殻壁が半分残存�きに顕晶質繊維状

�������3)定向配列する�殻がみられる

�������4)燐鉱鉱床体内の�4)岩石組合せ:炭

生�������榊1と側岩の粋杣�酸塩岩と玉髄質珪

�������は炎なる､�岩が主体､泥岩が

�������オレクミア藻類�それに次ぐ

�四川省女地��含燐鉱結晶質�変化に富む層状�砂粒状散､点分布�芦恢料､北頁岩､�ビオりテス類�5)生物:ヒオリテ

成�坪��=持灰岩���貞衿��ス類､海綿骨針

��������6)下盤:灯影累層

�貴リｰト1省金沙��含燐鉱珪質岩�主として層状�一集塊(凝塊)�陸頁岩､頁拷��上盤:黒色頁岩

�湖北省石碑��含燐鉱含シルト�層状�不規貝1｣コロホ_�二主三として苦灰岩､�ヒオリテス類�

区���苦灰岩��ム状散､枚分布�次いで頁岩��

�江蘇省包容��砂粒状燐塊岩�層状�砂*蝋､コロホ�炭酸塩岩､吐質頁�ヒオリテス類がぼ�

�����一ム状､微繊維�岩､.貞料､行炭�ぽ定向配列する�

�����状同心殻���

�析江省'西部��団塊状燐塊岩�団塊状�コロボｰム状�珪質岩､王仁質頁岩､�藻類､海綿骨針�1)タイプ:主とし

����水平微層理��黒色頁岩��て団塊状燐塊岩

東�江'西省東部��団塊状燐塊岩�団塊状�コロボｰム状�堆頁岩､珪質頁岩､�藻類､海綿骨針�2)構造:層状団塊

����水平微層理��､然色直岩��

南��������3)組織:団塊中の

�湖南省長沙��団塊状燐塊岩�団塊状�コロボｰム状�薄い珪質岩をはさ��コロボｰム状組紘

������む峡質頁岩��

生��������4)岩石組合せ1主

��������として泥岩と珪岩､

成��������次いで炭酸塩岩

��������5)生物:藻類､海

��������綿骨針

区��������6)下盤:灯影累層

��������苦灰岩

��������上段:黒色百岩
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第3表南中国のカンブリア系下部統燐鉱鉱床産鉱石の主要化学成分平的組成(%)

鉱床�Si02�Fe203�A1203一�Ca0�Mg0�P205

雲南省昆陽県の厚い層状燐鉱鉱床�15.79�1,41�1.61�40.84�2.92�25.70

雲南地方の厚い層状燐鉱鉱床��1.86�2.72�40.71�3.95�27.01

雲南省徳沢県のレンズ状燐鉱鉱床�36.85�1.88�2.22�28.55�O.39�21.17

四川省漢源県のレ)ズ状燐鉱鉱床�28.63�3.61�5.90�29.71�1.29�21.91

湖南省大庫県のレンズ状燐鉱鉱床�15.88�0.92�O.56�7.05�O.I5�30.10

斬江省諸雑県のレンズ状燐鉱鉱床�9.39�5.43�O.25�20.75�2.96�23.20

湖南省新寧県のレンズ状燐鉱鉱床�23.00�4.65�4.22�23.50�4.36�22,90

湖南省慈利県のレンズ状燐鉱鉱床�22,50�1.06�2.14�34.80�2.14�25.65

雲南省徳沢県の団塊状燐鉱鉱床�45.45�2.57�2.74�16.23�0.84�16.25

湖南省大庫県の団塊状燐鉱鉱床�38.22�1.79�3.26�11.53�O.70�11.80

江西省南山県の1刊塊状燐鉱鉱床�11.63���工2.70�0,39�22.87

流11省諸粋県の団塊状燐鉱鉱床�5.73�22.00�O.36�15.40�0.39�11.80

(陳南生･楊秀珍･劉徳漢･.､1982)

る.

デボン紀の燐塊岩は主として揚子卓状地西北部の四川

省西北地域と陳西省西南地域一帯に分布する｡四川省

西北地域の燐鉱は弗素燐灰石スワンベルク石倉燐炭

質粘土からなり世界的には特殊なタイプのものである.

分類第2の堆積変成燐灰石鉱床は主として江蘇省の東

海(牛山)安徽省の肥東と宿松湖北省の大悟湖南省

の濁陽などの諸県に分布する･その生成期は原生代で

ある.このタイプの燐鉱の品位は中程度であるが採

掘しやすく選鉱しやすい｡現在その多くが採掘中

である.

分類第3のマグマ分化燐灰石鉱床はその多くがアルカ

第10図中国の燐鉱鉱床研究の第一人者･中国科学院地学

部副主任常任委員である葉連俊教授(右)･(《中

国科学院地質研究所地質科研成果選集》(1982)第1

葉より).

リ超塩基性岩アノレカリ岩カｰボナタイト中にあって

河北省内蒙古自治区たどでは稼行価値のあるこのタ

イプの燐灰石鉱床がいくつか発見されている｣

中国の超大型や大型の燐鉱鉱床が震旦系上部統カン

ブリア系下部統デボン系中部一上部統に多く集中して

いることは明らかになってきた.現在これらの統の

さらにどの層準にそしてどのような層相の部分との

ような地質構造の部分に大きな堆積隣塊岩鉱床があるの

かさらにその存在を示す直接･間接の指標は何かが細

第11図春秋時代の朱絵陶壷

高さ7!cm･1957年に北京市昌平県

で発掘された春秋時代燕国の墓からの

出土品･材料の陶土はどこから?

(《人民中国》)
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策4表

中国のカンブリア紀燐鉱鉱床の成因分析(魔術家;1979)

����特徴���

��要素�����根拠

���一般的に共通する特徴点�華北地方�揚子江地方�東南地方�

�1.鉱床生成期��1)地表の地球化学的環境が����原生代後期に大量の藻類が出現し､C02分圧がい

���進化して大量の燐の沈殿に����ちじるしく下がった｡そのC02分圧の低下が燐酸

���好都合となった時期����カルシウムの沈殿を促した｡院山花期に始まり､

���2)海進の初期�卒集期�漁盧村期�荷糖期�カンブリア期前期に及んで地表のC02も次第に減

�������少し､海水中に長期にわたって貯留されていた燐･

�������酸塩が大量に沈殿していった｡

�2.空間環境��比較的広い大陸上の済海盆地�大陸縁辺��比較的深�カンブリア紀前期の早期の環境力源性代末期(灯影期)

����浜海環境�浅海環境�い浅海環�の広い大陸上浅海環境を基本的に継承した｡現在､

��(古地理条件)����境�そのことは燐鉱胚胎岩の分布と灯影累層の苦灰岩･

�������珪質岩の分布とが密接な関係を有することにあら

�������われている｡

��(1)流動体力学�低エネルギｰ､高エネルギ�一般に高�一般に中�一般に低�華北地方:砂礫質構造

��的条件�一､いずれも大型燐鉱床を�エネルギ�ないし高�エネルギ�揚子江地方:砂質構造が主､生物化石は磨食構造

���有するが､一般的には中ない�一環境�エネルギ�一環境�を示す

3.���し高エネルギｰ環境である｡��一環境��東南地方:泥質･水平層理シルト質構造

��(2)堆積速度�一般に堆積速度が比較的緩�やや早い�比較的緩�比較的緩�焼物質以外の沈殿物の沈殿速度が速いと､燐鉱の

���慢､緩慢さは燐の富集に好��慢�慢�濃集に適さない｡含燐鉱岩中の堆積物は一般に磨

���都合����食現象がいちじるしく､分級現象と化学的性質が

堆�������比較的一定していることを特徴とする

��pH値�燐酸カルシウム沈殿のpH����①地質研究所第7研究室の実験結果:Ca2+一

���値<苦灰石沈殿のpH値<����HP042■一HC03一一F一一H20系でpHを弱酸からア

���炭酸カルシウム沈殿のpH値����ルカリに調整して､炭酸弗素燐灰石→炭酸弗素燐灰

�(3)��>珪酸物沈殿のpH値､����石十方解石→方解石という沈殿順序を得た｡

���一般に7-8����②含燐鉱岩はつねに珪質岩･炭酸岩と共存し､そ

積�媒������の形成順序はこの順序である｡

��Eh値�一般に弱酸化一還元､弱酸�酸化一�弱酸化一�還元�華北地方:沿岸堆積､赤色岩は比較的少ない

�体��化一弱還元環境が燐の濃集�弱酸化一�微弱還元��揚子江地方:底棲生物が多く､少量の炭質物を含

�と��に好都合��が主��み､局地的には海緑石を含む

�������東南地方:一般に大量の炭質物を含み､黄鉄鉱が

�し������分散分布する

�て������

条��塩度�通常の海の場合よりも高い����一般に含苦土質炭酸塩､揚子江地方の塩度が比較

�の������的高い

�水�有機物書�少量の有機物が存在し､燐�有機物含�有機物含�有機物含�①地質研究所第7研究室の実験によると､天然有

��有量�酸塩と炭酸塩の堆積分化に�有量は少�有量は中�有量は多�機物によく似たフミン酸､乳酸…を溶液に加え､

�の��好都合であるが､多すぎる�ない�程度�い�pHを8･6に調整すると､､燐酸カルシウムの沈殿が

�性��と燐酸塩の堆積に不利にな����生じるが､方解石は116日経過しても沈殿せず､有

�質��る｡����機物が多すぎると､燐酸カルシウムも沈殿しない

件�������②事実上､協子江地方では少量の有機物を含んで

�������いて､燐鉱鉱床が比較的大きく､.東南地方では有

�������機物が多すぎて､燐鉱鉱床が大きくない

��(4)生物活動�生物活動は燐の濃集に役立�底棲生物�底棲生物�プランク�大茅燐鉱鉱床は主として貝殻燐塊岩からなり､生

���つ�が少ない�が中程度�トンが少�物が燐酸質の殻となっている

�����の量�ない�揚子江地方では一般に燐酸質のヒオリテス類を含有

�(5)�湿度�多湿一乾燥のいずれか､一�乾燥の傾�乾燥一多�多湿�華北地方:苦灰質堆積現象がみられる

�古��般に乾燥環境が燐鉱の堆積�向�浬の両方��揚子江地方:一般に苦灰質堆積現象がある

���に有利����東南地方:一般に炭質堆積物を有する

�メ�温度�一般に比較的温暖な気候､����①現在の海洋の燐鉱堆積物は南緯40㌧北緯4びの

�候��これは燐鉱の堆積に有利����問に分布する

�������②含燐鉱岩石中にはつねに生物が比較的多い
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第12図中国南西地方の燐塊岩の組成･

(顕微鏡写真1一×25,2一×10,3_x15,4_×10)

(唐天福ほか(1980):地層学雑誌第4巻第4期による).

乗

山岩

臣ヨl/I:灰打

第13図

貴州省におまる震旦紀後期

の岩相と古地理.

かく詳しく追究されつつある･陳基英･趨東旭(1981)

による山西省南部の層序と層相鉱物組成･化学組成･

鉱石タイプ構造･組織とその配列にもとづく燐塊岩層

の胚胎層準･形成環境の解明(《堆積岩石学研究論文集》科

学出版社)超東旭(1983)による湖北省荊裏地区の陸山

滝累層燐塊岩のタイプ･堆積環境･成因の研究(《地質科

学》第4期)はそのよう祖研究の一例であろう.

グアノについても調査が進められ最近いくつかの

調査報告が発表されている.

この調査地は南中国海にあって現在その領有をめぐ

って中国はベトナムと争っている.その結着カミつかな

い限りこれ以上触れることははばかりたい.

注:中国では燐鉱(燐灰土)が繊密に固結したものを“燐塊岩"

とよぶ､本稿ではそれを採用してある･

(つづく)
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